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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、実験室光電子分光用光源に広く用いられているHe放電管において、
測定槽の超高真空を保ちつつ、超伝導ギャップ測定を高効率化するためのHeIα共鳴線の集光光学系を開発する
事である。Snフィルターを導入することで、回折格子を用いることなくHeII共鳴線の強度を落とすことが可能に
なり、かつHeIα共鳴線の強度も維持することが出来る。Snフィルターの耐久性が課題であったが、Niサポート
メッシュ付きのSnフィルターを導入することで、その課題を克服することが出来た。

研究成果の概要（英文）：The main purpose of this research is development of the focusing optical 
system for the He Ialpha resonance line of He discharge lamp, which is generally used as a light 
source for laboratory based photoemission spectroscopy, for realization of higher efficiency in 
superconducting gap measurements with keeping ultrahigh vacuum of the measurement chamber. By using 
a Sn filter, we can reduce the intensity of He II resonance line without a diffraction grating with 
keeping the intensity of He Ialpha resonance line. Whereas the durability performance of the Sn 
filter had been an issue to be settled, we have beaten the issue by introducing a Sn filter 
supported by a Ni mesh.

研究分野： 光電子分光

キーワード： 光電子分光用光源開発
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１．研究開始当初の背景 
高エネルギー分解能光電子分光は物質の電
子構造や超伝導体の超伝導ギャップを直接
観測できる強力な実験手法であるが、精密な
超伝導ギャップ測定には、より高い輝度とエ
ネルギー安定性が必要である。エネルギー安
定性の面では放射光よりも実験室光源であ
る HeIα共鳴線が優れている。複数の共鳴線
を単色化するにはこれまで回折格子が使わ
れることが多く、また、測定試料の清浄表面
を長時間維持するためには測定槽の真空度
をより良く保つ必要があるが、真空紫外光で
ある HeIα用の高透過率光学窓は存在しない
ため、これまでは金属薄膜である Al フィル
ターが使われてきた。これらの組み合わせで
は、超伝導ギャップの精密測定に必要とされ
る十分な強度が得られなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、測定槽の超高真空を保ち
つつ、超伝導ギャップ測定を高効率化する
ための HeIα共鳴線の集光光学系を開発す
る事である。 
 
３．研究の方法 
光電子分光用 HeIα光源に最適な多層膜ミラ
ーや集光光学系を検討して実装し、測定時に
おいても超高真空を維持したまま、HeIα光源
において実用上レーザー光電子分光に匹敵
するエネルギー分解能、光電子強度を実現
することで、鉄系超伝導体や銅酸化物高温超
伝導体における超伝導ギャップの精密測定を
可能にする。 
 
４．研究成果 
100nm 厚 Sn フィルターを導入することで、
回折格子を使うことなく HeII 共鳴線の強
度を十分に落とし、かつ測定槽の超高真空
を保つことが出来るようになった。さらに、
Ni メッシュサポート付きのフィルターを
採用することで、十分な耐久性も得る事が
できた。 
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